UL Japan 電波法「登録証明機関」業務範囲／第7号
コードレス電話

	試験項目
	技術基準等

	割当周波数または指定周波数
[電波法施行規則 第六条4項一]
	253.8625 ～ 254.9625MHz　(254.425, 254.9625MHzは制御 Ch)
380.2125 ～ 381.3125MHz　(380.775, 381.3125MHzは制御 Ch)


	チャンネル数または間隔

	制御Ch 　： 4 (254.425, 254.9625, 380.775, 381.3125)
信号Ch　 ： 87×2
12.5kHz


	周波数の偏差 （×10-6）
[無線設備規則 第五条別表第一、6の9]
	4


	占有周波数帯幅の許容値
[無線設備規則 第六条別表第二、第26]
	8.5kHz（基準△f1.75k）


	スプリアス発射の強度の許容値
[無線設備規則第七条]

	2.5μW


	空中線電力

指定値 [電波法施行規則 第六条4項]
偏 差 [無線設備規則 第十四条1項表]
	指定値 ： 0.01W以下

偏 差 ： ＋20％　－50％


	隣接CH漏洩電力の許容値
[無線設備規則 第四十九条の八]
	搬送波から12.5kHz離れた周波数の±4.25kHzにおいて
－60dB（基準△f1.5kHz）以下


	送受信装置以外のその他の装置
[無線設備規則 第四十九条の八]
	キャリアセンス、混信防止機能、制御チャンネルの送信時間制限、
電波の自動停止機能


	副次的に発する電波等の限度
[無線設備規則 第二十四条2項]
	4nW以下
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